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研
成
義
塾
と
井
口
喜
源
治
記
念
館 

  

井
口
喜
源
治
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
穂
高
町
に
生
ま
れ
、
穂
高
の

研
成
学
校
支
校
保
等
学
校
（
後
の
東
穂
高
小
学
校
）
に
入
学
。
松
本
中
学
校
か

ら
明
治
法
律
学
校
に
進
む
が
学
業
な
か
ば
で
、
長
野
県
の
小
学
校
の
先
生
と
な

り
、
上
高
井
の
小
布
施
、
松
本
開
智
小
学
校
よ
り
東
穂
高
小
学
校
に
勤
務
。
同

級
生
で
新
宿
に
中
村
屋
を
開
業
し
た
相
馬
愛
蔵
等
の
始
め
た
東
穂
高
禁
酒
会
に

加
わ
り
「
芸
妓
置
屋
設
置
」
に
反
対
運
動
を
続
け
、
排
斥
さ
れ
公
職
を
去
る
。 
 

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
年
）
相
馬
愛
蔵
、
相
馬
安
兵
衛
、
臼
井
喜
代
ら

の
協
力
援
助
を
受
け
て
、
私
塾
「
研
成
義
塾
」
を
設
立
し
た
。 

 

当
時
の
因
襲
に
と
ら
わ
れ
た
農
村
に
あ
っ
て
小
学
校
を
終
え
た
子
女
に
、
研

成
の
精
神
を
い
か
し
た
「
自
由
と
独
立
」
を
基
に
し
た
家
庭
的
な
教
育
を
施
し

て
き
た
。 

 

教
師
は
井
口
一
人
で
英
語
・
数
学
・
漢
文
や
彼
の
信
仰
す
る
キ
リ
ス
ト
教
聖

書
な
ど
を
教
え
た
。
研
成
義
塾
の
目
的
は
「
よ
き
人
」
に
な
る
こ
と
に
あ
り
、

黙
々
と
農
村
の
青
年
の
教
育
に
励
み
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
） 

ま
で
明
治
・

大
正
・
昭
和
と
三
十
四
年
間
に
、
八
〇
〇
人
近
く
の
教
え
子
を
世
に
送
り
出
し

た
。 

 

井
口
喜
源
治
記
念
館
は
、
教
え
子
た
ち
が
主
に
な
っ
て
井
口
の
没
後
三
十
年

経
っ
た
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）
に
設
立
さ
れ
た
。 

 

こ
の
記
念
館
を
創
立
し
た
い
と
い
う
念
願
の
中
心
は
、
「
井
口
の
書
籍
、
写

真
、
書
簡
、
そ
の
他
研
成
義
塾
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
等
を
永
久
に
保
存
し
た

い
」
と
い
う
願
い
か
ら
出
発
し
た
。
井
口
の
薫
陶
を
受
け
た
人
々
の
熱
意
と
努

力
、
そ
し
て
各
方
面
の
有
志
者
の
真
心
と
普
意
の
拠
出
と
が
結
晶
体
と
な
っ
て

達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

『
安
曇
野 

人
間
教
育
の
源
流
』
―
研
成
義
塾
に
学
ぶ
― 

井
口
喜
源
治
記
念
館

刊
よ
り 
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「
井
口
喜
源
治
聖
書
傍
注
」 

  
 

 
 

 
 

 

は
し
が
き 

 

内
村
鑑
三
が
「
信
州
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
」
と
称
揚
し
た
井
口
喜
源
治
（
一
八
七
〇
（
明
３
）
年
～
一
九
三
八
（
昭

和
１
３
）
年
は
、
一
八
九
八
（
明
３
１
）
年
、
ア
ル
プ
ス
の
麓
、
安
曇
野
の
一
角
に
研
成
義
塾
を
建
て
て
、
若
き

人
び
と
と
共
に
、
神
を
仰
ぎ
、
友
を
信
じ
、
志
大
に
し
、
情
操
を
深
め
、
そ
の
感
化
を
永
遠
に
期
し
て
、
真
実
の

人
格
の
育
成
に
献
身
し
た
偉
丈
夫
で
あ
っ
た
。
斉
藤
茂
・
横
内
三
直
編
『
井
口
喜
源
治
』
（
一
九
五
三
（
昭
２
８
）

年
、
新
版
一
九
七
八
（
昭
５
３
）
年
、
井
口
喜
源
治
記
念
館
刊
お
よ
び
、
南
安
曇
教
育
会
刊
）
は
、
そ
の
面
目
を

伝
え
て
余
す
所
が
な
い
。
井
口
逝
い
て
や
が
て
八
十
年
、
そ
の
精
神
は
今
な
お
、
否
い
よ
い
よ
、
鮮
烈
に
信
州
の
、

日
本
の
教
育
の
行
方
を
照
ら
す
炬
火
で
あ
る
。 

そ
の
井
口
の
働
き
の
源
泉
は
、
聖
書
一
巻
の
う
ち
に
込
め
ら
れ
た
神
の
恵
み
と
そ
れ
に
対
す
る
人
間
の
応
答
の

歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
立
つ
人
間
の
覚
悟
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
井
口
の
心
の
拠
り
所
が
あ
っ
た
。
端
正

な
字
で
遺
愛
の
聖
書
の
余
白
を
埋
め
尽
し
た
傍
注
に
見
ら
れ
る
、
凄
ま
じ
い
ま
で
の
聖
書
と
の
取
り
組
み
の
姿
は
、

こ
ん
に
ち
の
私
た
ち
の
盲
点
を
如
実
に
示
す
と
と
も
に
、
闇
夜
の
光
の
所
在
を
も
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の

光
・
そ
の
い
の
ち
は
今
も
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
の
目
と
心
を
開
か
せ
困
難
な
生
活
の
場
・
働

き
の
場
に
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
立
た
せ
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
思
い
を
こ
め
て
、
心
あ
る
友
が
井
口
と
と
も
に
聖
書
に
聴
き
そ
れ
に
生
き
る
べ
く
、
井
口
遺
愛
の
聖
書
傍

注
を
整
理
し
て
公
に
で
き
れ
ば
と
は
私
の
多
年
の
希
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
身
辺
の
事
情
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ

た
私
に
代
わ
っ
て
早
く
か
ら
こ
の
希
い
に
共
感
し
、
進
ん
で
編
集
・
筆
写
の
労
を
三
十
年
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
下

さ
っ
た
の
は
畏
友
水
野
威
夫
氏
で
あ
る
。
氏
は
長
野
県
で
小
学
校
教
諭
を
務
め
な
が
ら
当
時
山
梨
医
科
大
学
に
勤
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務
し
て
い
た
小
生
の
所
に
内
地
留
学
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
学
び
プ
ラ
ト
ン
や
新
約
聖
書
を
と
も
に
読
み
、
そ
の

後
も
、
本
務
は
も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
研
鑽
も
孜
々
と
し
て
励
ん
だ
篤
学
の
士
で
あ
る
。 

そ
の
仕
事
の
詳
細
は
同
氏
の
あ
と
が
き
に
譲
る
が
、
こ
の
す
べ
て
の
背
後
に
は
、
同
氏
を
中
心
と
し
た
幾
多
の

有
難
い
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
こ
れ
を
ワ
ー
ド
化
し
、
一
般
に
読
み
や
す
く
す
る

作
業
に
は
大
山
美
根
子
（
旧
約
）
、
井
出
秀
（
新
約
）
の
お
二
人
の
、
全
体
を
保
管
し
て
広
般
の
利
用
に
供
す
る

に
は
今
井
館
教
友
会
大
山
綱
夫
理
事
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
た
の
、
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
溯

っ
て
こ
の
貴
重
な
聖
書
の
複
写
を
許
さ
れ
た
当
時
の
井
口
記
念
館
長
・
等
々
力
古
吾
朗
氏
を
は
じ
め
歴
代
の
館
長
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
た
の
ご
好
意
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
感
謝
を
捧
げ
、
館
の
ご
清
栄
を
祈
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
田 

殖 
     

 



 

4 

 



i 

凡 

例 

 
本
書
は
、
井
口
喜
源
治
が
使
用
し
た
聖
書
（
三
冊
）
へ
の
書
き
込
み
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
聖
書
は
、
井
口
喜
源
治
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
以
下
の
通
り
。 

旧
・
新
約
聖
書 

発
行
日 

明
治
37
年
3
月
31
日 

新
約
聖
書 

発
行
日 

大
正
6
年
10
月
5
日 

新
約
聖
書 

発
行
日 

大
正
13
年
10
月
1
日 

改
版
発
行 

 

「
聖
書
傍
注
」
と
い
う
名
称
は
、
聖
書
本
文
の
傍
ら
に
書
き
込
ま
れ
た
注
記
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 

編
集
は
以
下
の
手
順
で
行
わ
れ
た
。 

有
志
に
よ
り
、
は
じ
め
に
転
記
さ
れ
、
さ
ら
に
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
た
め
に
入
力
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
度
の
編
集
は
、
傍
注
を
読
み
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
こ
と
を
優
先
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
本
の
表

記
を
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
原
本
の
破
損
や
手
書
き
の
た
め
、
判
読
し
き
れ
な
い
箇
所
も
あ
っ
た
。 

そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
研
究
の
場
合
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
原
本
）
に
よ
る
確
認
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。 
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書
中
略
語
記
號
ヲ
用
ユ
ル
事
左
ノ
如
シ 

 

（
書
名
略
語
・
著
者
に
よ
る
分
類
表
） 

 

略
語
記
號 

書 

名 
 

分 

類 

著
者
に
よ
る 

 
 

文
語
訳
（
一
九
五
三
年
版
）
書
名
（
参
考
） 

 

創 
創
世
記 

 

五
書
（
法
律
） 

 
 

創
世
記 

出 

出
埃
及
記  

同 
 

 
 

出
エ
ジ
プ
ト
記 

利 

利
未
記 

 

同 
 

 
 

レ
ビ
記 

民 

民
数
紀
略  

同 
 

 
 

民
數
紀
略 

申 

申
命
記 

 

同 
 

 
 

申
命
記 

書 

約
書
亜
記  
二
預
言
書
（
預
言
） 

預
言
前
集 

歴
史 

ヨ
シ
ュ
ア
記 

士 

士
師
記 

 
同 

 
 

 

士
師
記 

得 

路
得
記 

 

雜
書
（
詩
歌
）
五
つ
の
巻
物 

 

ル
ツ
記 

母
前 

撒
母
耳
前
書 

預
言
書
（
預
言
） 

預
言
前
集 

 

サ
ム
エ
ル
前
書 

母
後 

撤
母
耳
後
書 

同 
 

 
 

サ
ム
エ
ル
後
書 

王
上 

列
王
紀
略
上 

同 
 

 
 

列
王
紀
略
上 

王
下 

列
王
紀
略
下 

同 
 

 
 

列
王
紀
略
下 

代
上 

歴
代
志
略
上 

雜
書
（
詩
歌
） 

 
 

歴
代
志
略
上 

代
下 

歴
代
志
略
下 

同 
 

 
 

歴
代
志
略
下 

喇 

以
上
喇
書  

同
（
詩
歌
） 

 
 

エ
ズ
ラ
記 

尼 

尼
希
米
亞
記 

同 
 

 
 

ネ
ヘ
ミ
ヤ
記 

帖 

以
上
帖
書  

同
（
詩
歌
） 

五
つ
の
巻
物 

 

エ
ス
テ
ル
記 

百 

約
百
記 

 

同
（
詩
歌
） 

哲
学
的
劇
詩
長
篇 

 

ヨ
ブ
記 



iii 

詩 

詩
篇 

 

同
（
詩
歌
） 

 
 

詩
篇 

箴 

箴
言 

 

同 
 

 
 

箴
言 

傳 

傳
道
之
書  

同
（
詩
歌
） 

五
つ
の
巻
物 
 

傳
道
之
書 

歌 

雅
歌 

 

同
（
詩
歌
） 

五
つ
の
巻
物 
 

雅
歌 

賽 
以
賽
亞
書  

豫
言
後
集
（
説
教
集
） 

三
大
預
言
書 

イ
ザ
ヤ
書 

耶 
耶
利
米
亞
記 

同 
 

 
 

ヱ
レ
ミ
ヤ
記 

哀 

耶
利
米
亞
哀
歌 

同
（
詩
歌
） 

五
つ
の
巻
物 

 

エ
レ
ミ
ヤ
の
哀
歌 

結 

以
西
結
書  

預
言
書
後
集 

 
 

エ
ゼ
キ
エ
ル
書 

但 

但
以
理
書  

雑
書
（
詩
歌
） 

 
 

ダ
ニ
エ
ル
書 

何 

何
西
阿
書  

十
二
小
預
言
書 

 
 

ホ
セ
ア
書 

耳 

約
耳
書 

 
同 

 
 

 

ヨ
エ
ル
書 

麼 

亜
麼
士
書  
同 

 
 

 

ア
モ
ス
書 

阿 

阿
巴
底
屋
書 

同 
 

 
 

オ
バ
デ
ヤ
書 

拿 

約
拿
書 

 

同 
 

 
 

ヨ
ナ
書 

米 

米
迦
書 

 

同 
 

 
 

ミ
カ
書 

翁 

拿
翁
書 
 

同 
 

 
 

ナ
ホ
ム
書 

哈 

哈
巴
谷
書  

同 
 

 
 

ハ
バ
ク
ク
書 

番 

西
番
雅
書  

同 
 

 
 

ゼ
パ
ニ
ヤ
書 

基 

哈
基
書 

 

同 
 

 
 

ハ
ガ
イ
書 

亞 

撒
加
利
亜
書 

同 
 

 
 

ゼ
カ
リ
ヤ
書 

馬 

馬
拉
基
書  

同 
 

 
 

マ
ラ
キ
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

舊
約
全
書
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略
語
記
號 

書 

名 
 

分 

類 
 

 
 

文
語
訳
（
一
九
五
三
年
版
）
書
名
（
参
考 

 
太 

馬
太
傳
福
音
書 

 
 

 
 

マ
タ
イ
傳
福
音
書 

可 
馬
可
傳
福
音
書 

 
 

 
 

マ
ル
コ
傳
福
音
書 

路 
路
加
傳
福
音
書 

 
 

 
 

ル
カ
傳
福
音
書 

約 

約
翰
傳
福
音
書 

 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ
傳
福
音
書 

徒 

使
徒
行
伝  

 
 

 
 

使
徒
行
傳 

羅 

羅
馬
書 

 
 

 
 

 

ロ
マ
人
へ
の
書 

哥
前 

哥
林
多
前
書 

 
 

 
 

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
前
の
書 

哥
後 

哥
林
多
後
書 

 
 

 
 

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
後
の
書 

加 

加
拉
太
書  

 
 

 
 

ガ
ラ
テ
ヤ
人
へ
の
書 

弗 

以
弗
多
書  
 

 
 

 

エ
ペ
ソ
人
へ
の
書 

腓 

腓
立
比
書  

 
 

 
 

ピ
リ
ピ
人
へ
の
書 

西 

哥
羅
西
書  

 
 

 
 

コ
ロ
サ
イ
人
へ
の
書 

撤
前 

帖
撒
羅
尼
迦
前
書 

 
 

 
 

テ
サ
ロ
ニ
ケ
人
へ
の
前
の
書 

撤
後 

帖
撒
羅
尼
迦
後
書 

 
 

 
 

テ
サ
ロ
ニ
ケ
人
へ
の
後
の
書 

提
前 

提
摩
太
前
書 

 
 

 
 

テ
モ
テ
へ
の
前
の
書 

提
後 

提
摩
太
後
書 

 
 

 
 

テ
モ
テ
へ
の
後
の
書 

多 

提
多
書 

 
 

 
 

 

テ
ト
ス
へ
の
書 

門 

腓
利
門
書  

 
 

 
 

ピ
レ
モ
ン
へ
の
書 

來 

希
伯
來
書  

 
 

 
 

ヘ
ブ
ル
人
へ
の
書 

雅 

雅
各
書 

 
 

 
 

 

ヤ
コ
ブ
の
書 



v 

彼
前 

彼
得
前
書  

 
 

 
 

ペ
テ
ロ
の
前
の
書 

彼
後 

彼
得
後
書  

 
 

 
 

ペ
テ
ロ
の
後
の
書 

約
壹 

約
翰
壹
書  

 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ
の
第
一
の
書 

約
貳 

約
翰
二
書  

 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ
の
第
二
の
書 

約
参 
約
翰
三
書  

 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ
の
第
三
の
書 

猶 
猶
太 

 
 

 
 

 

ユ
ダ
の
書 

默 

約
翰
默
示
録 

 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ
の
默
示
録 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

新
約
全
書 

 
 



vi 

聖
書
引
照
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て 

・
井
口
に
よ
る
表
記
方
法
は
、
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
尊
重
し
つ
つ
、
統
一
感
と
判
別
の
し
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
表
記
方
法
を
用
い
た
。 

・
書
名
は
、
凡
例
の
通
り
と
し
た
。 

・
口
語
訳
聖
書
で
書
名
が
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
る
も
の
は
、
ル
ビ
を
付
し
た
。 

・
章
は
、
漢
数
字
で
表
記
し
た
。 

・
節
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
横
組
み
と
し
た
。 

・
章
節
の
み
の
表
記
は
、
傍
注
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
書
名
が
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

・
な
お
、
注
の
文
中
の
表
記
は
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

創
世
記
一
二
章
三
節 

 

↓ 

創
一
二
3 

約
翰
壹
書
四
章
一
八
節 

↓ 

約ヨ
ハ

壹
四
18 

 

聖
書
本
文
と
語
句
は
、
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。 

・
聖
書
本
文
は
、
節
番
号
に
続
い
て
、
1
～
2
［
一

…
… 

二

…
…
］
の
よ
う
に
引
用
す
る
。 

・
聖
書
本
文
中
、
注
に
該
当
す
る
語
句
は
、
右
記
引
用
に
続
い
て
、［
…
］
で
記
載
す
る
。 

・
聖
書
の
語
句
の
み
記
載
で
、
注
の
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
該
当
の
語
句
に
、
傍
点
・
傍
線
な
ど
が
付
さ
れ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。 

 

傍
注
は
、
○
以
下
に
記
載
す
る
。
総
括
的
内
容
及
び
章
節
が
限
定
さ
れ
な
い
場
合
は
、
一
行
空
け
て
表
記
す
る
。 

判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
、
…
□
…
も
し
く
は
（
不
明
）
と
表
記
し
た
。 
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